
シンポジウムの詳細な内容につきましては、 裏面をご覧ください。

神 戸 電 鉄 粟 生 線
活性化シンポジウム

概　要

存続が危ぶまれている粟生線を残していくために、 私達一人一人ができることは何か？

粟生線存続に向けた機運を高めるためにも、 「乗って残そう粟生線のある未来の生活」 を

テーマに沿線地域の皆様で一緒に語り合いませんか？
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平成２４年２月１９日 ( 日 )

１３ ： ００～１６ ： ００ （１２ ： ３０開場）

三木市文化会館　小ホール　
三木市福井１９３７　　TEL. 0794-83-3300 

土井　勉　　　　京都大学大学院特定教授 ・ 粟生線活性化協議会座長

テーマ ： 「持続可能な公共交通と粟生線の活性化」　

３００人 （参加無料 ・ 先着順）

神戸電鉄粟生線活性化協議会 （神戸市 ・ 三木市 ・ 小野市 ・ 神戸電鉄 ・ 兵庫県　他）

開催日時

開催場所

定　　員

主　　催

できるだけ公共交通機関をご利用ください。

● 神戸電鉄 「恵比須駅」 下車 徒歩約 15 分

● 神戸電鉄 「三木上の丸駅」 下車 徒歩約 15 分

● 「恵比須駅」 から神姫バス 12 時 13 分発

● 「恵比須駅」 からシャトルバス　　 12 時から随時運行予定

乗って残そう 粟生線のある未来の生活

参加無料

会場のご案内

基調講演

名古屋大学大学院修了後、 京都市役所、 阪急電鉄、 神戸国際大学経済学部教授を経て、 平成 22 年より現職。

研究テーマは 「総合交通政策とまちづくり」 「地域コミュニティの形成」 「利用者価値を高めるまちづくり」。

著書に、 「ビジョンとドリームのまちづくりーまちと交通再生のための都市政策」 （神戸新聞総合出版センター）、 「つな

がりのコミュニティ - 人と 「地域」 が生きるかたち」 （岩波書店）、「都市計画とまちづくりがわかる本」 （彰国社） など。

「特定非営利活動法人 持続可能なまちと交通をめざす再生塾」 理事長などを務める。

申し込み不要

■ 神戸電鉄粟生線活性化協議会とは
平成21年11月、粟生線の現状に危機感を持った沿線3市（神戸市、三木市、小野市）、兵庫県、神戸電鉄、沿線住民代表、
国、学識経験者により設立。粟生線の活性化・利用促進に向けて、さまざまな取り組みを行っています。
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神戸電鉄粟生線活性化シンポジウム

プログラム
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協議会及び沿線の取り組み

事務局

連絡先

開　会

基調講演

取り組み報告

休憩 ・ パネル展示鑑賞

パネルディスカッション

　　

閉　会

北井 信一郎　　　粟生線活性化協議会会長 ・ 三木市理事

「持続可能な公共交通と粟生線の活性化」

土井 勉　　　　京都大学大学院特定教授 ・ 粟生線活性化協議会座長

小野高等学校　 ラジオドキュメント作品 「線路はどこまでも続かない」

三木東高等学校 経営アントレプレナー等の取り組み

ＲＡＣＤＡ　岡会長 ＲＡＣＤＡの取り組み紹介

コーディネータ 土井 勉 京都大学大学院特定教授 ・ 粟生線活性化協議会座長

パネリスト 安福　惠子 三木市区長協議会連合会会長

 多鹿　豊 小野市商店街理事

 中野　美都子 神戸市西区押部谷町連合自治協議会副会長

 岡　將男 路面電車と都市の未来を考える会 （RACDA） 会長

 正司 健一 神戸大学大学院 経営学研究科 教授

 三津澤 修 神戸電鉄株式会社　常務取締役 ・ 鉄道事業本部長

 北井 信一郎 粟生線活性化協議会会長 ・ 三木市理事

乗って残そう 粟生線のある未来の生活

神戸市 企画調整局企画調整部調整課 （担当 ： 福田、 古川）

三木市 まちづくり部美しいまちづくり課 （担当 ： 中西、 平井） 

小野市 総合政策部交通政策グループ （担当 ： 上田） 

神戸電鉄株式会社 鉄道事業本部企画部 （担当 ： 前田）

兵庫県 県土整備部県土企画局交通政策課 （担当 ： 木下） 

TEL　078-３２２-5039

TEL　0794-82-2000

TEL　0794-63-1000

TEL　078-592-2221

TEL　078-341-7711 

（事務局 ： 三木市まちづくり部　美しいまちづくり課）

神戸電鉄粟生線活性化協議会　〒673－0492　兵庫県三木市上の丸町 10番 30 号

　　　神戸電鉄粟生線活性化協議会■ 協議会のホームページをご覧ください ■

小冊子 「粟生線がなくなる日！？」 とアンケートを配布し、 沿線の皆様に、 粟生線 （公共交通） の重要性と、

今よりも月 1 回でも多くの粟生線利用を呼びかけました。

アンケートには、 約４０００人の方から回答をいただきました。

小野高等学校放送部は、 粟生線存続をテーマとしたラジオドキュメント 「線路はどこまでも続かない」 を制作。

NHK 杯全国高校放送コンテストで準優勝しました。

三木東高等学校は、 粟生線活性化に向けて文化祭で粟生線の各駅周辺情報の PR や、 プレゼンテーション映像等の

制作に取り組んでいます。

地域の小学生、 幼稚園 ・ 保育園児が粟生線に乗って様々なことを体験しました。

今よりも月 1回多く粟生線に乗れませんか？

私たちの鉄道は私たち自身で守りたい !

地域一丸となって粟生線を未来に !

農業体験実習

環境体験実習

七夕飾りに願いを込めて

クリス
マス列車

TEL　0794-82-2000


